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【目的】小児歯科臨床において、乳歯の歯数異常や形態異常を主訴に来院する患児を多くみかける。

　歯数や形態の異常は歯胚の発育異常に起因するもので、退化現象の現れと考えられている。

　臨床上、乳歯に癒合や先天性欠如がある場合には、その後継永久歯も癒合や先天性欠如を認めるこ

とがあり、そのような症例では永久歯咬合の成育に十分な配慮が必要となる。

　そこで、検診にて管理中の患児の中から乳歯列に認められた癒合歯と先天性欠如歯、およびその後

継永久歯の異常の有無について調査したので報告する。

【対象と方法及び結果】調査対象は検診で管理中の4歳から6歳までの1000人（男児500人、女児500

人）の患児とした。

　医療面接、視診およびパノラマエックス線写真にて、乳歯列に認められた異常症例を抽出し、さら
に前歯交換後の土ックス線写真から後継永久歯の診査を行った。その結果

　癒合歯は3．6％の発現を認めド顎前歯部に好発した。そのうち片側性の癒合歯が多く80．6％であった。

また先天性欠如歯はL2％に認められ、下顎前歯部に好発した。そのうち片側性が58．3％であった。

　後継永久歯との関連については、癒合症例は44．4％に異常が認められ、先天性欠如症例においても

66．7％の高頻度に見られた。乳歯両側性異常症例は片側性よりも高頻度に異常の発生が認められた。
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